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問題 19 ←問題番号を記入すること。 

(1)各年齢の新規加入者数をそれぞれ 321 ,, lll とすると、 

1:3:1:: 321 =lll  および Llll xxx =++
321 321 εεε  

が成り立つので、これを解いて
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(2)特定年齢が 2x 歳なので、 1x 歳および 3x 歳の加入時の責任準備金が後発過去勤務債務となる。 

1x 歳について、 
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3x 歳の新規加入者についても同様に
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が後発過去勤務債務となる。 

したがって新規加入者の年齢によって発生する後発過去勤務債務は、 
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問題 20 ←問題番号を記入すること。 

(1) xP を単位積立方式の年齢別保険料 x
U P とすると、開放基金方式の標準保険料は次のように単位積

立方式の保険料の加重平均で表されるため、{ }x
U P  は[1]の条件を満たす。 
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なので、[2]の条件を満たす。 

以上より開放基金方式は{ }x
U P によって題意の〔性質〕を持つ。 

(2) F
~
が極限方程式を満たすことを示せばよい。  
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 (条件[1][2]より) 
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これらより、 CBFd −=~
となり、 F

~
は定常状態の積立金である。 

 


